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排水受槽から最初沈殿槽までは，第２期，および第
３期の共通設備となる。その後の生物処理槽以降
は，それぞれ独立した設備となる。
　生物処理槽では，BODおよび窒素の除去が必要
であるため，無酸素槽，曝気槽，沈殿槽の処理プロ
セスが必要となる。
　第２期の排水処理設備では，沈殿槽が２槽設置さ
れ，運転切り替えにより１槽は沈殿処理，もう１槽
は曝気槽として交互に機能するようになっている。
沈殿槽の表面積は小さく，沈降分離性能を向上させ
るために沈殿槽の内部には，樹脂製の傾斜管が設置
されている。
　第３期の生物処理槽（土木水槽）は，第２期と同
じ処理プロセスを適応することを前提に，第２期の
設備建設時に他水処理メーカにより既に建設されて
いたが，処理の安定性および，よりシンプルな運転
を考慮し，当社が改造を実施した。
　第２期の設備では曝気槽として使用している水槽
の中間に仕切り壁を設け，２槽のレーキ付の沈殿槽
に改造した。汚泥の沈降分離に必要な表面積を確保
することで，傾斜管の設置を不要とし，かつ連続処

理とすることで，沈殿 /曝気の運転切り替えを不要
とした。
　また，第２期の設備では無酸素槽および沈殿 /曝
気槽として使用している水槽を，無酸素槽および曝
気槽に改造した。この際，既設の仕切り壁は除去せ
ずそのまま利用し，多段処理とすることで，曝気槽

表１　原水および処理水の水質

項　　　目
原　　　　　水 処　　理　　水

設 計 条 件 実測・分析値 保　証　値 実測・分析値

水量（m3/d）
pH（－）
SS（mg/L）
BOD（mg/L）
NH4-N（mg/L）
T-N（mg/L）

4 000
5～9
≦350
≦300
≦20
≦30

2 955
6.2～6.6
140～148
100～120
1.1～3.2
5.9～12

―
6～9
≦50
≦30
≦5
≦15

―
7.1～7.2
1～34
17～22
0.1～0.15
3.2～4.6

写真１　設備外観１（曝気槽） 写真２　設備外観２（曝気槽）

写真３　設備外観３（沈殿槽）
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前段で BODの除去を行い，後段での窒素の硝化反
応が進行しやすい構成とした。
　なお，曝気槽処理液の循環，および沈殿槽からの
汚泥の返送には，陸上ポンプの設置場所が確保でき
ないこと，また，既設ブロワの能力に余裕があった
ことから，エアリフトポンプを採用した。

2.　処 理 状 況
　表１に性能確認時の原水および処理水の水質を示
す。また，写真１，２，３に稼働中の設備外観を示
す。
　処理水質は全項目において保証値を満足してい
た。
　なお，処理水保証値はベトナムの産業排水排出基
準の中でも最も厳しい Level Aに該当する。

む　す　び
　以上 LOTECO工業団地に当社が設置した第３期
排水処理設備の概要を紹介した。ベトナム国内で
は，経済発展が著しいこと，また，近年，排水の水
質規制に対する監視が強化されていることもあり，
水処理設備のニーズが年々高まっている。
　本件は，当社としてベトナム国内で初の納入設備
であるが，今後も当社の水処理技術および経験を生
かした設備を納入することで，ベトナムの環境保全
および水処理技術の向上に貢献することができると
考える。
　最後に，当社設備の導入を決定し，建設中および
試運転中に多大なるご協力を頂いた THE LONG 
BINH TECHNO PARK DEVELOPMENT CO., LTD殿
に深く感謝の意を表する。
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